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　 近年、非可換時空上 の 場の 理論にお け る Hopf代数的対称性 に関す る研 究が 注 目を浴び て い る 。

こ れ ま で の 研 究に よ っ て 明 らか に な っ た こ とを以下 に述 べ る 。 事 の 始 ま りは Chaichianら に よ っ

て発見 され た、Moyal　plane 【x
μ

， xv ］　＝　iθllv上 の 非可換時空上 の 場 の 理論 の twisted　Poincar6不 変

性で ある ［1】。 こ の 対 称性 の 代数 は Lorentz生成子 に 関 し て 拡張 され た Leibnitz則を持 っ て お り、

Hopf 代 数的 な対称性 の
一

例 にな っ て い る 。 しか し最近 の 研 究 で 、こ の 対称 性 が量子 場 の 理 論 で も

存在す るた めに は、braidと呼 ばれ る非 自明 な統計性 を理論 に導入 しなけれ ばならない こ とがわ

か っ た ［2］。 こ の 事実 は Moyal 　planeだ けに 限 らず、
一

般 に Hopf 代数的対称性を持 つ 理 論で あれ

ば、必 要 で あ る こ とを以前 の 研 究 で 明 らかに した ［3］。

　 今回 の 我 々 の 研 究は、Hopf代数的対称性の物理 的な側 面 を理解す るため、　 Hopf代数的対称性の

破れに つ い て議論 した 141e取 り扱 っ た理論は座標の 交換関係が 【xi ，xj ］＝ 　2ircεijhXk （i，j，
k ＝ O，1，

2）
で 与え られ る 3次元 の 非可換時空上 の φ

4 理論で あ る。こ の 理論は 運動量空間が SL （2，
R ）で 与 え

られ る群空 間で あ り、運動量空間が 曲が っ て い るた め、並進 対称性 が Hopf 代数的に拡張 され て い

る 。 我 々 は こ の 理 論 の ドメイ ン ウォ
ー

ル 解を構成す る こ とに よ り、こ の 並進対称性の破れ を議論

した 。通常 の 可換 な理 論 の 場合 、 ドメイ ン ウ ォ
ー

ル 解は そ の ドメイ ン ウォ
ー

ル の 位置に相 当す る

1 個の パ ラ メータ 〔モ ジ ュ ライパ ラ メータ）を持 っ て お り、そ の パ ラ メータ の 生成子 は並進 の 生成

子 P で 与 え られ る 。 我 々 は 具体的 に 非 可換時空 上 の 場の 理論 にお け る ドメ イ ン ウォ
ー

ル 解を構 成

し、こ の モ ジ ュ ライ パ ラメータ の 生成子 θが

θ ≡ ！，i。h
−・

（。 P ）
　 　 rc

で 与 え られ る こ とを発見 した 。 但 し、θの coproduct は △θ＝θ  1＋ 1  θで与 えられ る
1。実際、

κ → 0極 限 で P に
一致す る こ とが確か め られ る。ま た 、一般に どん な Hopf 代数的並進 対称性 を

持つ 理 論で も、 ドメイ ン ウォ
ール 解の モ ジ ュ ライ パ ラメ

ータの 生成子 θ（P ）は次の微分方程式 を解

くこ とに よ り得 られ る こ とがわか っ た 。

dθ（P ）
　 　　 ＝ lim
dP 　 　P．　一・oP ， Φ P − P

但 し 、  は そ の 理 論の Hopf 代数に よ り指 定され る 運動 量 の 和 で あ る。また初期条件は θ（0）＝ O で

あ る 。

　 次に 、ド メ イ ン ウォ
ー

ル 上 を走 る モ ジ ュ ラ イ 場に つ い て 考 えた。通 常 の 可 換な理論 の 場合、モ

ジ ュ ライ場は 質量 0 で ある 。 今回 の 我 々 の 非可換時空上 の 場 の 理論 に お い て も 、
モ ジ ュ ラ イ 場 は

braid を考慮す る こ と で 質量 が 0 で ある こ と が わ か っ た 。
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